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ಖᗂ小連ᦠにむけた絵本の活用 

―「主యⓗ・対話ⓗで῝い学び」を目ᣦして㸫 

8WLOL]DWLRQ RI SLFWXUH ERRN IRU SUHVFKRRO DQG HOHPHWDU\ VFKRRO 

―$LPLQJ WR OHDG WR $FWLYH OHDUQLQJ― 

㏆⸨ ❶ 

Akira Kondo 
 

は じ め に 
 ㏆年、国の小学校で、ᤵᴗがᡂ❧しない「小１࣒ࣞࣈࣟࣉ」とࡤれる⌧象がၥ題になっている。

これまでもᗂ⛶ᅬ・ಖ⫱所と小学校の連ᦠᙉなど、Ꮚどもたちの小学校⏕活のな移行のた

られてきた。小学校௨㝆の学びを豊かにするୖでも、この時期の教⫱はᚋまࡵのྲྀり⤌みが進ࡵ

すます重要になると思われる。ᖹᡂ 30 年㸲᭶１᪥より行される学習ᣦᑟ要㡿においてもಖᗂ小連

ᦠの᥎進がᣲげられている。 

教⫱の目ⓗは「Ꮚどもの⫱ち」や「学び」をಁ進し、Ꮚども㐩のᡂ㛗をᨭすることであり連ᦠを

ྲྀり合うことは理のᙜ↛である。ᑵ学前教⫱と小学校教⫱の間には、Ⓨ㐩と学びの連⥆性がᡂり❧

っている。 

しかし、ᐇ㝿の教⫱ㄢ⛬やᣦᑟ᪉ἲは学校✀の違いがᴟࡵて大きい。ᗂඣ教⫱のಖ⫱と小学校教

⫱のᤵᴗのᣦᑟの仕᪉の違いによるところである。ᗂඣ教⫱で小学校のやり᪉をྲྀりධれるとか、

小学校ഃでᗂඣ教⫱のやり᪉をᑟධするということではない。ẁᕪは㝵ẁのように一ẁࡎつୖがっ

ていくものであり、どの時期の移行の間にもẁᕪはある。たࡔ、それが大きすぎると、Ꮚどもが⬺ⴠ

しかねないし、教ᖌのᣦᑟの㈇ᢸが大きくなる。 

本論においては、ಖᗂ小連ᦠのᅾり᪉を㡿ᇦ「ゝ語」での小学校国語科学習用語に着目し考ᐹす

る。 

 

第１．ಖ⫱ᅬ、ᗂ⛶ᅬ、小学校の連ᦠについて 

１ ᏊどものⓎ㐩や学びの連⥆性 

ಖ⫱所やᗂ⛶ᅬ➼から⩏ົ教⫱ẁ㝵とᏊどものⓎ㐩や学びは連⥆している。 

ಖ⫱所やᗂ⛶ᅬ➼で行われているᗂඣ期の教⫱は、⩏ົ教⫱ཬびそのᚋの教⫱のᇶ♏をᇵうもの
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であり、ᗂඣ期のⓎ㐩の≉性に↷らしてᗂඣの自Ⓨⓗな活動としての㐟びを重要な学習として⨨

࡙け、ಖ⫱ㄢ⛬や教⫱ㄢ⛬を⦅ᡂし、教ᖌやಖ⫱ኈが意図ⓗ・計⏬ⓗなᣦᑟを⎔ቃを通して行って

いる。 

㐟びを通して身య感ぬをకう多様な活動を⤒㦂することによって、豊かな感性を㣴うとともに、

⏕ᾭにわたる学習意ḧや学習ែᗘのᇶ♏となるዲወ心や᥈✲心をᇵい、また、小学校௨㝆における

教科のෆᐜ➼についてᐇ感をకって῝く理解できることにつながる学習のⱆ⏕えを⫱んでいる。 

このような≉㉁を᭷するᗂඣ期の教⫱は、Ꮚどものෆ面にാき掛け、一人ࡦとりのもつⰋさやྍ

⬟性をぢいࡔし、そのⱆをఙࡤすことをねらいとしている。ᚑって、ᗂඣ期の教⫱は、目ඛの結ᯝ

のみを期ᚅしているのではなく、⏕ᾭにわたる学習のᇶ♏を作ること、ᚋఙびするຊをᇵうことを

重視しているといえる。 

㸰 絵本の読み⪺かせ 

ᏊどものⓎ㐩や学びは連⥆しており、ಖ⫱所やᗂ⛶ᅬ➼で行われているᗂඣ期の教⫱は、⩏ົ教⫱

ཬびそのᚋの教⫱のᇶ♏をᇵうものであり、ᗂඣ期のⓎ㐩の≉性に↷らしてᗂඣの自Ⓨⓗな活動と

しての「㐟び」を重要な学習として⨨࡙け、ಖ⫱ㄢ⛬や教⫱ㄢ⛬を⦅ᡂし、教ᖌやಖ⫱ኈが意図

ⓗ・計⏬ⓗなᣦᑟを「⎔ቃを通して」行っている。 

絵本の読み⪺かせの意⩏および絵本とಖ⫱のかかわりについては、ࠗᗂ⛶ᅬ教⫱要㡿 （࠘௨ୗ「要

㡿」）とࠗಖ⫱所ಖ⫱ᣦ㔪 （࠘௨ୗ「ᣦ㔪」）で㡿ᇦ「ゝⴥ」や「表⌧」での「ねらい」と「ෆᐜ」が、

௨ୗのようにⓎ㐩ẁ㝵にἢってまとࡵられている。 

一᪉、「要㡿」では、「᪥ᖖ⏕活にᚲ要なゝⴥが分かるようになるとともに、絵本や物語などにぶ

しみ、ඛ⏕や㐩と心を通わせる」と♧されている。 

ᗂ⛶ᅬで絵本を読むことのねらいは、絵本に⯆をもつようになる、ゝⴥの⨾しさにẼ࡙く、絵

本を通してのᴦしいయ㦂、想ീຊを⫱てることなど、「絵本の⯆」「ゝⴥの⨾しさ」「ᴦしいయ㦂」 

「想ീຊ」にὀ目されている。 

ಖ⫱の場ならではの絵本の読み⪺かせの意⩏は、①ಖ⫱者（読み手）とᏊどもたち（⪺き手）のᏳ

ᐃしたಙ㢗関ಀのୖに✚み重ねられるඹ᭷య㦂であること、②絵本とᏊどもの⏕活の連⥆性がྍ⬟

となる読み⪺かせであることࡔと考えられている。 

一᪉、小学校⩏ົ教⫱は、時間にᇶ࡙きྛ教科➼のෆᐜを年間や༢ඖのᣦᑟ計⏬のୗで教科書

࠙ねらいࠚ              ࠙ෆᐜࠚ 

・物ⓗ⎔ቃとしての絵本の⯆     ・絵本をぢて⯆をもつ 

・絵本そのもののෆᐜの⯆・関心  ・ゝⴥのᶍೌや⧞り㏉しをᴦしむ 

・絵本を通して想ീຊを豊かにする   ・絵本からイメージをᗈげる 

・絵本のෆᐜから想ീすることをᴦしむ１） 
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などの教材を用いてᣦᑟしている。 

物語ᩥをṇ☜に読みྲྀるとは㸪作品のタᐃや人物ീ㸪起こった事件などのෆᐜを理解し㸪᰿ᣐに

ᇶ࡙いた読みྲྀりができることである。㐟びを中心としたᗂඣ期の教⫱と教科➼の学習を中心とする

小学校教⫱では教⫱ෆᐜやᣦᑟ᪉ἲが␗なっているものの、ᗂඣ期の教⫱と小学校教⫱とはに

᥋⥆されていることがᮃまれる。ಖ⫱所やᗂ⛶ᅬ➼と小学校との間でᗂඣඣ❺のᐇែやᣦᑟ᪉ἲ➼

について理解を῝ࡵ、ᗈい視野に❧ってᗂඣඣ❺に対する一㈏性のある教⫱を┦に༠ຊし連ᦠす

ることがᚲ要である。 

 

第㸰．小学校国語科の学習 

�．学習ᣦᑟ要㡿ᤵᴗᨵၿの࢟ー࣡ーࢻ 

「主యⓗ・対話ⓗで῝い学び」（ 「アクࣈࢸ・ラーࢽンࢢ」の視点） 

ᅇのᨵᐃは、情ሗやࣟࢢーࣂルなどᛴ⃭な♫ⓗ変の中でも、ᮍ᮶のり手となるたࡵ

にᚲ要な㈨㉁・⬟ຊを☜ᐇにഛえることのできる学校教⫱をᐇ⌧する目ᶆがある。 

これからの時௦にồࡵられる▱㆑やຊとは何かを明☜にし、ᤵᴗᨵၿの視点（「アクࣈࢸ・ラー

、の視点」）を明☜にすることが重要であるとし、これにより、教科の≉㉁にᛂじた῝い学びとࢢンࢽ

学校教⫱における㉁の高い学びをᐇ⌧し、⬟動ⓗ（アクࣈࢸ）に学び⥆けることできるとしてい

る。 

⟅⏦ではᤵᴗᨵၿの視点としてḟの �つを♧している。 

・「主యⓗな学び」  

学ぶことに⯆や関心をᣢち、自ᕫのࣜࣕ࢟アᙧᡂの᪉ྥ性と関連けながら、ぢ通しをᣢっ

て⢓りᙉくྲྀり⤌み、自ᕫの学習活動をり㏉ってḟにつなげる「主యⓗな学び」がᐇ⌧できて

いるか。 

・「対話ⓗな学び」  

Ꮚ౪ྠኈの༠ാ、教⫋ဨや地ᇦの人との対話、ඛဴの考え᪉を手掛かりに考えること➼を通

じ、自ᕫの考えをᗈげ῝ࡵる「対話ⓗな学び」がᐇ⌧できているか。 

・「῝い学び」  

習ᚓ・活用・᥈✲という学びの㐣⛬の中で、ྛ教科➼の≉㉁にᛂじた「ぢ᪉・考え᪉」をാかせ

ながら、▱㆑を┦に関連けてより῝く理解したり、情ሗを⢭ᰝして考えをᙧᡂしたり、ၥ

題をぢいࡔして解Ỵ⟇を考えたり、思いや考えをᇶに造したりすることにྥかう「῝い学び」

がᐇ⌧できているか。㸰） 
㸰．小学校国語科の学習 読むこと（物語ᩥ） 

国語科の学習ᣦᑟ要㡿において、低学年「読むこと」の目ᶆは、「書かれている事の㡰ᗎや場面

の様ᏊなどにẼいたり、想ീをᗈげたりしながら読む⬟ຊを身につけさせるとともに、ᴦしんで読
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書しようとするែᗘを⫱てる。」３）とある。さらに、物語ᩥに関連するᣦᑟ事㡯は、「場面の様Ꮚに

ついて、登場人物の行動を中心に、想ീをᗈげながら読むこと」㸲）とある。 

物語を読むたࡵには、場所や時間、登場人物の性格や行動など、ᇶ本ⓗなᵓᡂ要⣲を理解すること

がᚲ要である。そして、そのようなᵓᡂ要⣲をもとに、場面の様Ꮚを豊かに想ീするたࡵには、Ꮚど

もから多様な考えをᘬきࡔし、交流することが᭷ຠであると考えられる。 

物語は通ᖖ」ᩘの場面によってᵓᡂされ、ᒎ㛤に༶して時間や場所、࿘ᅖの㢼景、登場人物などの

様Ꮚが変しながら描かれている。場面の様Ꮚに着目するとは㸪登場人物の行動をලయⓗに想ീする

ୖで、物語の中のどの場面のどのような様Ꮚと結びけて読むかを明らかにすることである。 

着目した場面の様Ꮚなどのླྀ㏙をᇶに㸪主人බなどの登場人物について㸪何をしたのか㸪どのよう

な表情・ཱྀㄪ・様Ꮚࡔったのかなどをලయⓗにイメージしたり、行動の理⏤を想ീしたりすることを

とおして、第３学年ཬび第㸲学年㸪第㸳学年ཬび第㸴学年のᣦᑟ事㡯を⤒て㸪中学校第１学年のᣦᑟ

事㡯の「ෆᐜを解㔘すること」とⓎᒎとᣦᑟの⥅⥆を図っている。 

作品の解㔘にはṇ解がないということから、自分なりにわかれࡤよいとするところがある。その結

ᯝ、自分なりの読み᪉ができれࡤそれでよいと考える。読者によって様ࠎなとらえ᪉ができるのが物

語ᩥの≉徴である。読者による様ࠎなとらえ᪉があってよい。☜かに作品にゐⓎされ、いろいろな思

いをᢪくというのはᩥ学を読むᴦしさである。しかし、その読み᪉はたいていの場合、読者がよく▱

っているようなことを読んでいるのである。自分が自⏤に読みとってよいと思えࡤ㸪自分の読み᪉は

違うかもしれないとか、もっと違ったことが書かれているのかもしれないとは思えない。さらに作品

を読み⥆ける動ᶵは⏕まれないことになる。 

῝い学びの㘽は、主యⓗにぢ᪉・考え᪉をാかせることである。ぢ᪉・考え᪉とは、はどのような

視点で物事をᤊえるかが重要であり、ඹ通のものさしである学習用語をᐃ⩏し、学習用語を用いるこ

とでඹ通の視点で読みを῝ࡵることができる。また、学習によってᚓた読みの᪉ἲを、Ꮚども自身が

の作品の読みに⏕かすことができるຊとしてⓎᒎさせていくことできる。 

Ꮚどもたちが「自ຊ読み」のほ点として学習用語を活用して読解し、自らの考えの᰿ᣐをᇶに対話

を行えࡤ、主యⓗにᩥ❶を読解するຊを身にけることができる。作者が物語を通して、読者に伝え

たいメッセージ、作品の中心となる主題を読みྲྀることである。 

表‐� 対話の視点としての学習用語（ものさし） 
 学習用語（ᐃ⩏） 関連する用語（ᐃ⩏） 

一 

・

二 

年 

題名…書物や作品の題 

作者…作品を作った人 

᫇話…௨前のฟ᮶事・⤒㦂などの話 

人物 

㡰ᗎ…何がඛで、何があとに᮶るか 

登場人物 

話ᩥ 

ฟ᮶事 

 ものの㡢やኌなどをまねた㡢…࣌ࢺマࣀ࢜

 イン…くり㏉しࣞࣇࣜ
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三 

・ 

四 

年 

場面…物事が行われているその場のよう 

 す 

登場人物…人間のように思ったり行動し

たりする人物のこと 

場面の移り変わり 

感想の交流 

人物の性格 

中心人物…中心となる重要な人物、主役 

対人物…中心人物に影響を与える人物 

対比…二つのものを並べ合わせて、違いを比べ

ること 

視点…誰の目を通して描かれているか、作者 が

作った物語を話す人。読み手が理解 しや

すいように物語を説明する役目 

五 

・ 

六

年 

心情 

情景 

視点 

筆者の意図 

山場 

 

主題…作者が物語を通して、読者に伝えたいメ

ッセージ 

クライマックス…中心人物の考えががらりと変

わったところ。山場の中の最

高潮の部分 

象徴…シンボル。題の裏に隠されたもの 

伏線…作者の仕掛け 
３．学習用語活用した読み（題名と主題に着目した） 

（１）物語の題名に関する学習用語 

物語の題は、表‐2 のように分類することができる。物語の題名は、主題に結びつくものが多い。

光村図書小学校国語科教科書、読むこと一覧では、合計 62 教材が扱われている。登場人物が題名に

ついているものは、低学年、56％中学 21％高学年 8％と学年が進むにつれ、少なくなっていく。 

表‐2 題名の分類 

学 習 用 語 説 明 と 絵 本 の 題 名 
①登場人物 その作品の登場人物（多くは主役）の名前がそのまま題となっ

ているもの。「ごんぎつね」「はらぺこあおむし」  
②象徴 何かを象徴していたり、比喩していたりするものが題になっ

ているもの。「お手紙」「一つの花」「わらぐつの中の神様」 
クライマックス ③事件 その作品のクライマックスに関連したことが題になっている

もの。起承転結の転にあたる。「つり橋わたれ」「手ぶくろを買

いに」「どろんこ祭り」 
④地名、場所 場所、地名が題になっているもの。 

 「三年とうげ」「かちかちやま」 
⑤時 時刻や季節などが題になっているもの。「あらしの夜に」 

（ア）登場人物が題名についているもの 

「大造じいさんとガン亅では、作者は、自分の感情を語らない野性のガンとして残雪を登場させて

いる。この作品で中心人物は、大造じいさんである。野性のガン残雪と関わっていく中で、彼自身

どのように変わっていくのかということを追っていくことが大切である。 

（イ）象徴と題名となっているもの 
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象徴が題となっているものに、「お手紙」がある。 

一通の手紙を通して、かえるくんとがまくんの心のゐれあい、情の⤎がさらに῝まっていく様

Ꮚを描いた作品である。かえるくんの書いた手紙は、どんなෆᐜの手紙なのかを読むことで、作者

が読み手に伝えたいෆᐜがࢲイࣞクࢺで分かる。 

その題の裏に隠されたものが何を象徴しているのか、比喩をうことで何がᙉㄪされるのかを読

みྲྀる。題が象徴ⓗな作品では、その題が何を象徴しているかを考えることをメインとし読みྲྀ

る。 

 クライマックス（事件）が題名となっているもの（࢘）

「手⿄を買いに」は、Ꮚ≴の手にあうẟ⣒の手⿄を買ってやろうと⏫ฟかけたが、ẕ≴は、しか

たなくࡦとりで⏫行かす。∦手を人間のᏊ౪の手に変え、人間の手のうをᕪしฟして、この手

にちࡻうどいい手⿄ちࡻうࡔいとゝうようにゝい⪺かせるが、Ꮚ≴は対の手をฟしてしまう。ク

ライマックスである手⿄を買う前とᚋではいきつねのぶᏊのẼᣢちが大きく変わっている。 

 クライマックス（地名）が題名となっているもの（࢚）

地名が題についているものに「三年とうげ」がある。 

「三年とうげ」には、そこで転んࡔら、三年しか⏕きられないというゝい伝えがあった。おじいさ

んが、転んでしまいᐷ㎸んでしまった。一ᗘころべࡤ三年⏕きられるなら何ᗘも転べࡤ㛗⏕きでき

ると、おじいさんはඖẼをྲྀりᡠした。 

物語の起こった場所、三年とうげが題についている。ここでྠのような事件が起こり、登場人物

のẼᣢちが大きく変わったのか、物語のクライマックスがあった場所が題名についている。 

 クライマックス（時）が題名となっているもの（࢜）

あらしの夜にどんなฟ᮶事があったのかを読みྲྀることで、物語の主題を考えることができる。 

このクライマックス（時）は、表‐2③のクライマックスで起きたฟ᮶事、表‐2④の「さんねんと

うげ」のようにクライマックスが起こった地名が題についているものとྠ様で、クライマックス一つ

にまとࡵることもできる。 

 読み᪉の᪉ἲをⓎ㐩ẁ㝵にᛂじた学習用語をを♧し、学習者にとって⏕きてはたらく用語にして

いく。物語ᩥを読むᢏを身につけ、⏕・変ᙧ・✚を⧞り㏉すことにより、主యⓗな学びとなっ

ていく。一人読みのẁ㝵㸻主యⓗな学びができ、いの読みを比㍑する読みの交流ẁ㝵㸻対話ⓗな

学びから、自らの読みを考して交流でᚓた῝まりを類ูしてホ౯する読みのり㏉りẁ㝵㸻῝い

学びとつながる。 

（�） 学習用語 

（ア）ࣜࣞࣇインについて 

 小学校国語科 1 年にᥖ㍕されている「おおきなかぶ」は、⧞り㏉しのᩥが多くฟてくる。ྠじこと

が⧞り㏉されているので、Ꮚどもたちもその⧞り㏉しのおもしろさをᴦしみながら読んでいる。「け
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れども、かぶは ࡠけません。」「それでも、かぶは ࡠけません。」「やっࡥり、かぶは ࡠけませ

ん。」「まࡔまࡔ、かぶは ࡠけません。」「なかなか、かぶは ࡠけません。」や「うんとこしࡻ、ど

っこいしࡻ。」の掛けኌが⧞り㏉されている。おじいさん、おࡤあさん、まご、いࡠ、ねこ、ねࡎみ

と、「ۑۑはڹڹをよんできました㹿㺁というᩥᆺが⧞り㏉され、ḟはどうなるのかとᴦしく想ീさせ

ることができる。 

（イ）伏線について 

伏線とは事ᐇ、行動、人、ฟ᮶事など、ᑗ᮶の動きをᬯ♧するもののことである。小学校㸳年⏕

の国語教科書にある、ᮡみきᏊの「わらぐつの中の神様」では、雪国にᬽらすዪのᏊが、雪が✚もっ

ているのでわらぐつをᒚくようにゝわれ、♽ẕからわらぐつにまつわるあたたかい話を⪺くことに

なる。この話の場合、ෑ㢌でわらぐつをᒚくのをなࡐ᎘がったということが伏線であり、ෑ㢌のシ

ーンで♽∗がお㢼࿅にฟかけてᅾであるということも伏線である。♽ẕの話が⤊わるころまで、

わらぐつをᒚくのを᎘がっていたが♽ẕの話の⪺き手になったことやその間の♽∗のᅾと、ዪの

ᏊのẼᣢちのとのつながりをぢつけることが「わらぐつの中の神様」を意࡙けることになる。 

 対比について（࢘）

対比とは、二つのものを並べ合わせて、違いやそれࡒれの≉性を比べること。二つの性㉁あるい

は㔞の違ったものを並べると、その違いがⴭしくなる⌧象で、ᐑἑ㈼「やまなし」では、五᭶と༑

二᭶の㸰ᯛのᗁ⇠において、かわせみяやまなし、ᮅя夜、я➼の対比という視点をᥦ♧する

ことで、違いからゝⴥのもつイメージや隠された作者のイメージを想ീすることができる。 

 
第2． ᗂ⛶ᅬ教⫱要㡿と読書活動 

１．ᗂ⛶ᅬ教⫱要㡿と読書活動 

小学校௨㝆の学校教⫱においての集ᅋでの読書は、話し合いを通して感じたり考えたりしたりし

たことを⪺く中で、その感じ᪉、考え᪉にྠしたり、ඹ感したり、ಟṇしたりしながら自らの考

えを῝ࡵていき、自らの考えを☜かなものしていくことである。学⣭集ᅋにおいて、Ꮚどもたちが

いに自分のၥ題を集ᅋにฟしあい、そこで、いにそのၥ題についての考えをつき合わせること

である。 

ᗂ⛶ᅬ教⫱ᣦᑟ要㡿の第㸰ᗂ⛶ᅬ教⫱において⫱みたい㈨㉁・⬟ຊཬび「ᗂඣ期の⤊わりまでに⫱

ってしいጼ」として、「(1)豊かなయ㦂を通じて、感じたり、Ẽいたり、分かったり、できるよう

になったりする「▱㆑ཬびᢏ⬟のᇶ♏」(2)Ẽいたことや、できるようになったことなどをい、考

えたり、ヨしたり、ᕤኵしたり、表⌧したりする「思考ຊ㸪ุ᩿ຊ㸪表⌧ຊ➼のᇶ♏」(3)心情、意ḧ、

ែᗘが⫱つ中で、よりよい⏕活をႠもうとする「学びにྥかうຊ㸪人間性➼」㸲」とᗂඣのᗂ⛶ᅬಟ

時のලయⓗなጼであり㸪教ᖌがᣦᑟを行う㝿に考៖するものを♧している。 

これらのことから、ᗂඣ教⫱における集ᅋでの読み間かせは、༠ྠのែᗘのⱆ⏕えをᇵい、やが
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ては、ඹྠ思考のཧຍែᗘの変とつながる。ಖ⫱者は༠ྠのែᗘのⱆ⏕え、小学校教⫱の連

ᦠを意㆑して、読み⪺かせる絵本を㑅ᢥし、さらに表⌧や༠ྠのែᗘとつながるようなാきかけ

が大切である。 

㸰．ᗂඣの⯆や関心をᗈげるᣦᑟ 

ᗂ⛶国教⫱要第 2 ❶ねらいཬびෆᐜゝ語では、「絵本や物語などで、そのෆᐜと自分の⤒㦂とを結

びけたり、想ീをᕠらせたりするなど、ᴦしみを༑分にわうことによって、ḟ第に豊かなイメ

ージをもち、ゝⴥに対する感ぬが㣴われるようにすること。ᗂඣが⏕活の中で、ゝⴥの響きやࣜࢬ

᪂しいゝⴥや表⌧などにゐれ、これらをうᴦしさをわえるようにすること。その㝿、絵本、࣒

や物語にぶしんࡔり、ゝⴥ㐟びなどをしたりすることを通して、ゝⴥが豊かになるようにするこ

と。」㸲）とある。 

絵本や物語などに、ぶしみ、⯆をもって㛤き、想ീするᴦしさをわうでは、ᐙᗞではどちら

かというと自分の⯆のあること中心にぢたり、読んࡔりすることになるが、ᗂ⛶ᅬでは教ᖌや

㐩の⯆や関心にもࡩれるようになっていくとある。ಖㆤ者からの話やᐙᗞで読んࡔ絵本をグධす

る絵本࢝ーࢻなどから、ᐙᗞで、はᗂඣの⯆や関心またはぶのዲみによって、読まれる絵本のෆ

が೫る㡭ྥもあると思われる。したがって、ᗂ⛶ᅬやಖ⫱所では、絵本の㡿ᇦをᗈげるᕤኵもᚲ

要である。 

表‐3 5 㡿ᇦの目ᶆと࢟ー࣡ーࢻ 

㡿 ᇦ 目    ᶆ ࢟ー࣡ーࢻ 
ᗣ ᗣな心とయを⫱て㸪自らᗣでᏳな⏕活をつくりฟすຊを㣴う 心 య Ᏻ 
人間関ಀ の人ࠎとぶしみ㸪ᨭえ合って⏕活するたࡵに㸪自❧心を⫱て㸪人

と関わるຊを㣴う 

の人 自❧心 

人との関わり 
⎔ቃ ࿘ᅖの様ࠎな⎔ቃにዲወ心や᥈✲心をもって関わり㸪それらを⏕活

にྲྀりධれていこうとするຊを㣴う 

⎔ቃ ⏕活 

ゝⴥ ⤒㦂したことや考えたことなどを自分なりのゝⴥで表⌧し㸪┦手の

話すゝⴥを⪺こうとする意ḧやែᗘを⫱て㸪ゝⴥに対する感ぬやゝ

ⴥで表⌧するຊを㣴う 

自分なり表⌧  

ゝⴥを⪺く意ḧ

とែᗘ 
表⌧ 感じたことや考えたことを自分なりに表⌧することを通して㸪豊か

な感性や表⌧するຊを㣴い㸪造性を豊かにする 

豊かな感性  

造性 
ᗂඣにとっての絵本య㦂は㸪᪥ᖖ⏕活の中ではయ㦂できないようなたくさんのことを┤᥋、間᥋

にయ㦂するたࡵの᪉ἲであり、῝い感動య㦂の✚み重ねがᗂඣ期の感性を豊かに⫱んでいく。また、

読み⪺かせによる語りの࣒ࣜࢬや目にᫎる絵本のᫎീがᰂ㌾な㢌⬻を㐺ᗘに่⃭して「▱㆑」「感ཷ

性」「想ീຊ」を⫱てるാきをしてくれる。 

① 登場人物に着目した絵本の活用 
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本短大の絵本ⶶ書の 77.3％は登場人物が題となっている。年㱋が進むにつれて、主人බが中心に

話がᒎ㛤する人物の心の動きをとらえることができるようになる。ᐙᗞからಖ⫱ᅬ・ᗂ⛶ᅬと⏕活

⠊ᅖがᗈがり、ࡔちとの関わる中で一人ではẼ࡙かなかった人物を▱るようになる。ᐙ᪘や身㏆

な人物から地ᇦの人ࠎ、ാく人と関心がᗈがってくる。また、㣫⫱⤒㦂やぢ学య㦂によって、動

物にも⯆をᣢつようになる。 

登場人物とのྠ一の≉性は、ᗂඣ期の人格ⓗなⓎ㐩、⏕活習័やែᗘのᙧᡂなどにとってᴟࡵ

て重要なものである。様ࠎな登場人物とのฟいに⬚を㋀らせ、時✵を㉺えክやෑ㝤がྍ⬟である。

教ᖌやの㐩とඹに、お話のୡ⏺を間᥋య㦂しながら感動をඹ᭷し、人としてのやさしさ、思い

やりなどの豊かな心や想ീຊなどを⫱み、ክやෑ㝤心を‶たしていく。 

Ⓨ㐩の㐨➽をぢ通し、意図ⓗ・計⏬ⓗなᣦᑟについては、ᗂ⛶ᅬ教⫱要㡿解説第 1 ❶⥲説 4 計⏬

ⓗな⎔ቃのᵓᡂには「一人一人のᗂඣのかかわっている活動のྛࠎのᒎ㛤をぢ通すとともに、学期、

年間、さらに、ධᅬからಟまでのᗂ⛶ᅬ⏕活、ಟᚋの⏕活という㛗期ⓗな視点に❧ってᗂඣ一

人一人のⓎ㐩の㐨➽をぢ通して⌧ᅾの活動の⨨࡙け、ᗂඣの⤒㦂の῝まりをぢ通すことが大切で

ある」㸳）としている。 

② ᇶ本ⓗな⏕活習័の☜❧にྥけて 

ಖ⫱所ಖ⫱ᣦ㔪には第 2 ❶、3 ṓ௨ୖඣのಖ⫱に関わるねらいཬびෆᐜには、「絵本や物語などで、

そのෆᐜと自分の⤒㦂とを結びける。」㸴）とある。また、1 ṓ௨ୖ 3 ṓᮍ‶ඣのಖ⫱に関わるねら

いཬびෆᐜでは、「身㏆な人にぶしみをもって᥋し、自分の思いをゝⴥで伝え、ゝⴥによる伝え合い

ができるようになるようにຓする、Ꮚどもྠኈの関わりの௰❧ちを行う、∦ゝから、二語ᩥ、ご

っこ㐟びでのやりྲྀりができる⛬ᗘと、大きくゝⴥの習ᚓが進む時期である」㸵）とある。このよう

に、ᗂ⛶ᅬやಖ⫱所においてはᗂඣ教⫱のᑓ㛛性を⏕かし、Ⓨ㐩の㐨➽をぢ通した読み関かせを意

図ⓗ・計⏬ⓗに行ことがồࡵられる。 

㡿ᇦ「ᗣ」では、᪩ᐷ᪩起き、㣗⏕活、ࢺイࣞࣞࢺーࢽンࢢ、⾰類の着⬺、「人間関ಀ」では、

♫・ᐙᗞのルール、ၿᝏのᇶ‽、あいさつ、ᡃ៏、お手伝いに関する絵本をⓎ㐩ẁ㝵にᛂじた読み

⪺かせを計⏬したい。 

 
 にࡾࢃ࠾

ᗂ⛶ᅬやಖ⫱所などのᗂඣ教⫱における集ᅋでの読み関かせは、絵本のᴦしさを㐩と一⥴に

わい、㐩が感じたことを่⃭としてཷけてᴦしむ。いろいろな感じ᪉を▱り、㐩とඹ感し、ඹ

通のイメージをもたせ、ḟの㐟びࡷ⏕活を豊かなものとしていく。 

このయ㦂がもとになり、自分自身のయ㦂や▱㆑、考え᪉をᗈげ、さらに、身㏆な人、身㏆な集ᅋ

にととどまらࡎ、地ᇦ、♫とඹ感できることにつなげることができる。 

㡿ᇦ「ゝⴥ」はの㡿ᇦにも関連し、ᅬの教⫱యをᨭえるものである。また、㡿ᇦ「ゝⴥ」は、
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小学校の教科、㡿ᇦにつながっている。ᅬ・小学校の᥋⥆にྥけて、交流活動のみの連ᦠに⤊ጞする

ことなく、Ꮚどものᡂ㛗の連⥆性や学習ᣦᑟ要㡿に♧されている目ᶆや学習用語に着目し、読み⪺か

せや読みのᣦᑟが、༢なるゝⴥのୖ手ない手や読書ዲきに⤊わることなく、自分の㐨しるべとな

るような読書活動につながることを㢪う。 
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